
- 10 - 

 

研究開発の概要 

学校概要 

 学 校 名  福井県立鯖江高等学校 

  校 長 名  福嶋 洋之 

 所 在 地  〒916-8510 福井県鯖江市舟津町２丁目５－４２ 

 電話番号  ０７７８－５１－０００１ 

 FAX 番号  ０７７８－５１－０１０３ 

 Ｕ Ｒ Ｌ  http://www.sabae-h.ed.jp 

 

 

 鯖江高等学校教育方針 

 １．真理と正義を愛し，生命と平和を尊ぶ人間を育成する｡ 

 ２．勤労を愛し，礼儀と秩序を重んじ，自主的で責任感に富む人間を育成する｡ 

 ３．心身ともに健康で，豊かな教養と国際的視野を備えた人間を育成する｡ 

  

 努力目標 

 １．学習指導の充実 

  ① 基礎学力の充実を図り，豊かな創造力と的確な判断力の養成に努める｡ 

  ② 専門教科の研究に励み，生徒の多様な個性に応じた学習指導法の改善に努める｡ 

  ③ 主体的な学習の習慣を確立し，豊富な知識と国際感覚を身につけた生徒の育成に努める｡ 

 ２．生活指導・進路指導の充実 

  ① 秩序と規律を重んじ，品位ある生活態度の育成に努める｡ 

  ② 保護者との連携を図り，共通理解のもとに生活指導や進路指導の充実に努める｡ 

  ③ 個々の生徒の能力・適性・希望に応じた計画的な進路指導の推進に努める｡ 

 ３．教育環境の整備・美化 

  ① 敬愛と友情を基調とした人間関係を育成して，快適な精神的環境づくりに努める｡ 

  ② 勤労の尊さと，働くことの喜びを味わうことができる清新な環境づくりに努める｡ 

  ③ 自然を愛護し，資源を大切にする生活態度の育成に努める｡ 

 ４．健康・福祉・安全教育の推進 

  ① 規則的な生活習慣の確立と，心身の健康の保持・増進に努める｡ 

  ② 命の尊さを知り，思いやりの心のある生徒の育成に努める｡ 

  ③ 状況を的確に判断し，安全に行動できる生徒の育成に努める。 

 

 

 生徒在籍一覧 

学科 学年 男子 女子 合計 

普通科 

１年 70 80 150 

２年 109 81 190 

３年 88 94 182 

合計 267 255 522 
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 出身中学校一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路状況 

 

令和２年度 学校再編 

  丹南地区の高等学校再編により，普通科のみであった学科が，令和２年度入学生より探究科

が新設されるとともに，普通科の中にスポーツ・健康福祉コース，ＩＴ・デザインコースが新

設されました。 

令和元年度 
 

令和２年度 

学年 課程 クラス数 
 

学年 学科・コース クラス数 

１年 普通科 ４クラス 

 

１年 

 探究科 １クラス 

普
通
科 

スタンダードコース ４クラス 

スポーツ・健康福祉コース １クラス 

ＩＴ・デザインコース １クラス 

２年 普通科 ５クラス ２年  普通科 ４クラス 

３年 普通科 ５クラス 
 

３年  普通科 ５クラス 

男 女 計 男 女 計 男 女 計

鯖江 13 5 18 25 13 38 16 4 20 76

中央 15 21 36 23 14 37 17 26 43 116

東陽 2 5 7 7 5 12 10 11 21 40

武生第一 9 12 21 11 5 16 7 9 16 53

武生第二 4 5 9 3 10 13 6 4 10 32

武生第三 4 7 11 2 3 5 4 6 10 26

万葉 1 5 6 6 5 11 2 10 12 29

武生第五 1 1 2 2 1 1 4

武生第六 1 4 5 5 5 10 2 3 5 20

南越 6 4 10 6 6 12 4 6 10 32

池田町 池田 0 0 0 0

南条 2 2 3 3 1 3 4 9

今庄 0 1 1 1 2 3 4

河野 0 1 1 2 2 3

朝日 1 1 0 0 1

越前 0 1 1 1 1 2

宮崎 0 0 1 1 1

織田 2 1 3 1 1 0 4

明倫 1 1 0 0 1

至民 1 1 0 1 1 2

足羽 3 5 8 7 5 12 5 3 8 28

清水 1 1 1 1 1 1 3

福大附属 0 0 1 1 1

森田 0 1 1 0 1

丸岡 1 1 0 0 1

丸岡南 1 1 0 0 1

永平寺町 永平寺 1 1 0 0 1

あわら市 金津 0 0 1 1 1

粟野 1 1 1 1 0 2

松陵 0 0 1 1 1

4 1 5 7 5 12 8 2 10 27

70 80 150 109 81 190 88 94 182 522

県　　　　　　　外

総　　　　　　　計

総計市　　町 中学校
3年1年 2年

福井市

敦賀市

鯖江市

越前市

南越前町

越前町

坂井市

東京 滋賀 富山 石川 福井 岐阜 愛知 京都 大阪 兵庫 茨城 高知 群馬 山形 静岡 埼玉 栃木 島根 宮崎 合計

国公立大学 0 0 3 0 9 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 1 2 0 20

私立大学 8 1 0 3 42 1 5 6 2 1 0 0 1 0 1 2 0 0 1 74
国公立短大 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
私立短大 0 0 0 0 11 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14
専門学校 2 0 0 4 23 0 1 0 7 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 38
文部省管外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
就職 0 0 0 0 12 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14
浪人/その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15

合計 10 1 3 7 97 4 7 10 10 1 1 1 1 1 2 3 1 2 1 178

平成30年度 　(平成31年３月卒業生）
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教育課程（令和元年度） 

 

 

普通科

文系 理系 文Ⅰ 文Ⅱ 理Ⅰ 理Ⅱ

国 語 総 合 4 6 国語 総合 4 国語 総合 4

国 語 表 現 3 国語 表現 3 国語 表現 3

現 代 文 A 2 現 代 文 A 2 現 代 文 A 2

国　　語 現 代 文 B 4 国　　語 現 代 文 B 4 3 2 国　　語 現 代 文 B 4 3 3 2 2

古 典 A 2 古 典 A 2 古 典 A 2

古 典 B 4 古 典 B 4 4 2 古 典 B 4 4 4 3 2

世 界 史 A 2 世 界 史 A 2 2 世 界 史 A 2 2 2

世 界 史 B 4 世 界 史 B 4 3 世 界 史 B 4 4 4

日 本 史 A 2 日 本 史 A 2 2 日 本 史 A 2

地理歴史 日 本 史 B 4 地理歴史 日 本 史 B 4 3 地理歴史 日 本 史 B 4 4 4

地 理 A 2 地 理 A 2 地 理 A 2

地 理 B 4 地 理 B 4 3 地 理 B 4 3 2

現 代 社 会 2 2 現代 社会 2 現代 社会 2

公　　民 倫 理 2 公　　民 倫 理 2 公　　民 倫 理 2

政 治 ･ 経 済 2 政治･経済 2 政治･経済 2 3 2

数 学 Ⅰ 3 3 数 学 Ⅰ 3 数 学 Ⅰ 3

数 学 Ⅱ 4 1 数 学 Ⅱ 4 4 4 数 学 Ⅱ 4 3 2

数　　学 数 学 Ⅲ 5 数　　学 数 学 Ⅲ 5 1 数　　学 数 学 Ⅲ 5 5 5

数 学 A 2 2 数 学 A 2 1 数 学 A 2

数 学 B 2 数 学 B 2 1 2 数 学 B 2 3 2 2 2

数 学 活 用 2 数学 活用 2 数学 活用 2

科学と人間生活 2
科 学 と 人 間

生 活 2
科 学 と 人 間

生 活 2

物 理 基 礎 2 物理 基礎 2 2 物理 基礎 2

物 理 4 物 理 4 3 物 理 4 4 4

化 学 基 礎 2 2 化学 基礎 2 化学 基礎 2 2

化 学 4 化 学 4 3 化 学 4 4 3

生 物 基 礎 2 2 生物 基礎 2 生物 基礎 2 2 2

理　　科 生 物 4 理　　科 生 物 4 3 理　　科 生 物 4 4 4

地 学 基 礎 2 地学 基礎 2 2 地学 基礎 2 2

地 学 4 地 学 4 地 学 4

理 科 課 題 研 究 1
理 科 課 題研

究 1
理 科 課 題研

究 1

体 育 7～８ 3 体 育 7～８ 2 2 体 育 7～８ 2 3 @2 2 3 @2

保健体育 保 健 2 1 保健体育 保 健 2 1 1 保健体育 保 健 2

音 楽 Ⅰ 2 2 音 楽 Ⅰ 2 1 音 楽 Ⅰ 2

音 楽 Ⅱ 2 音 楽 Ⅱ 2 音 楽 Ⅱ 2 3*

音 楽 Ⅲ 2 音 楽 Ⅲ 2 音 楽 Ⅲ 2   

美 術 Ⅰ 2 2 美 術 Ⅰ 2 1 美 術 Ⅰ 2

美 術 Ⅱ 2 美 術 Ⅱ 2 美 術 Ⅱ 2 3

美 術 Ⅲ 2 美 術 Ⅲ 2 美 術 Ⅲ 2

芸　　術 工 芸 Ⅰ 2 芸　　術 工 芸 Ⅰ 2 芸　　術 工 芸 Ⅰ 2

工 芸 Ⅱ 2 工 芸 Ⅱ 2 工 芸 Ⅱ 2

工 芸 Ⅲ 2 工 芸 Ⅲ 2 工 芸 Ⅲ 2

書 道 Ⅰ 2 2 書 道 Ⅰ 2 1 書 道 Ⅰ 2

書 道 Ⅱ 2 書 道 Ⅱ 2 書 道 Ⅱ 2 3

書 道 Ⅲ 2 書 道 Ⅲ 2 書 道 Ⅲ 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語基

礎 2
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語

Ⅰ 3 4
ｺﾐｭﾆｹ ｰｼ ｮﾝ

英 語 Ⅰ 3
ｺﾐｭﾆｹ ｰｼ ｮﾝ

英 語 Ⅰ 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語

Ⅱ 4
ｺﾐｭﾆｹ ｰｼ ｮﾝ

英 語 Ⅱ 4 4 4
ｺﾐｭﾆｹ ｰｼ ｮﾝ

英 語 Ⅱ 4

外国語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語

Ⅲ 4 外国語
ｺﾐｭﾆｹ ｰｼ ｮﾝ

英 語 Ⅲ 4 外国語
ｺﾐｭﾆｹ ｰｼ ｮﾝ

英 語 Ⅲ 4 4 4 4 4

英 語表 現Ⅰ 2 3
英語 表現

Ⅰ 2
英語 表現

Ⅰ
2

英 語表 現Ⅱ 4
英語 表現

Ⅱ 4 3 2
英語 表現

Ⅱ
4 3 2 2 2

家 庭 基 礎 2 家庭 基礎 2 2 2 家庭 基礎 2

家　　庭 家 庭 総 合 4 家　　庭 家庭 総合 4 家　　庭 家庭 総合 4

生 活 デ ザ イ ン 4 生活デザイン 4 生活 技術 4

社 会 と 情 報 2 2
社 会 と 情

報 2
社 会 と 情

報
2 2

情　　報 情 報 の 科学 2 情　　報
情 報 の科

学 2
情　　報

情 報 の科
学

2
   2

   2

 3   2    2

33 33 33 33 33 33 33

1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1

35 35 35 35 35 35 35

注１： ３年次文Ⅱの芸術・専門は，音楽・美術・書道・子どもの発達と保育のいずれか３単位を選択

　　 　　　　　　　　　　　　数学Ⅱ･社会と情報は、いずれか２単位を選択

注２：３年次文Ⅱ・理Ⅱの体育・情報・専門は，体育・情報の科学・素描・演奏研究・フードデザインのいずれか２単位を選択

総　　　　　計 総　　　　　計 総　　　　　計

ホ ー ム ル ー ム 活 動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 ホ ー ム ル ー ム 活 動

総　合　的　な　学　習 総　合　的　な　学　習 総　合　的　な　学　習

専 門 科 目 計 専 門 科 目 計 専 門 科 目 計

教　科　単　位　合　計 教　科　単　位　合　計 教　科　単　位　合　計

教　科 科　目
標準
単位

教　科 科　目
標準
単位

普通科

教　科 科　目
標準
単位

普通科

1 年
2 年 3年文系 3年理系
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教育課程（令和２年度入学生） 

 

探究科・普通科スタンダードクラス（その１） 

 

 

各教科 科目 標準単位

国 語 総 合 4 5 5 5 5 6 6 6 6 6 6

国 語 表 現 3

現 代 文 Ａ 2

国　　語 現 代 文 Ｂ 4 2 2 4 3 3 6 2 2 4 3 3 6 3 4 7

古 典 Ａ 2

古 典 Ｂ 4 2 3 5 4 4 2 3 5 4 4 8 4 3 7

世 界 史 Ａ 2 2 2 2 0･2 2 2 2 0･2 2 0･2

世 界 史 Ｂ 4 　3 4 0･7 　3 4 0･7

日 本 史 Ａ 2 2 0･2 2 0･2 2 0･2

地理歴史 日 本 史 Ｂ 4 　3 4 0･7 　3 4 0･7

地 理 Ａ 2

地 理 Ｂ 4 3 3 6 3 3 6

* 日本史世界史演習 2  @2 0・2

現 代 社 会 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

公　　民 倫 理 2 2 2

政 治 ･ 経 済 2 2 2 3 3 　2 2

数 学 Ⅰ 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 3 4 1 4 5 1 4 5 1 4 3 8 1 4 3 8

数　　学 数 学 Ⅲ 5 1 5 6

数 学 Ａ 2 2 2 2 2 2 2 2 1 3 2 1 3

数 学 Ｂ 2 2 2 2 2 4 1 3 4 1  1@2 2・4

物 理 基 礎 2 2 2 2 2 2 2

物 理 4 　  3 4 0・7

化 学 基 礎 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

化 学 4 3 　　4 7

生 物 基 礎 2 2 2 2 2 2 0・2 2 2 2 2

理　　科 生 物 4 　  3 4 0・7

地 学 基 礎 2 2 2 2 2 2 2

地 学 4

体 育 7～8 3 2 2 7 3 2 2 7 3 2 2 7 3 2 2 7 3 2 3@2 8・10

保健体育 保 健 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1  @2 2・4

音 楽 Ⅰ 2 2 0･2 2 0・2 2 0・2 2 1 0・3 2 1 0・3

音 楽 Ⅱ 2 2 0・2

音 楽 Ⅲ 2

芸　　術 美 術 Ⅰ 2 2 0･2 2 0・2 2 0・2 2 1 0・3 2 1 0・3

美 術 Ⅱ 2 2 0・2

美 術 Ⅲ 2

書 道 Ⅰ 2 2 0･2 2 0・2 2 0・2 2 1 0・3 2 1 0・3

書 道 Ⅱ 2 2 0・2

書 道 Ⅲ 2

コミュニケーション英語基礎 2

コミュニケーション英語Ⅰ 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

コミュニケーション英語Ⅱ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

外 国 語 コミュニケーション英語Ⅲ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 4 2 2 4 3 3 6 3 4 7

家 庭 基 礎 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

家 庭 総 合 4

情　　報 社 会 と 情 報 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

9 16 25 6 21 27 4 4 0･2 0･2

33 32 32 97 33 32 32 97 33 33 33 99 33 33 33 99 33 33 33 99

1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

3～6 1 2 2 5 1 2 2 5 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

35 35 35 105 35 35 35 105 35 35 35 105 35 35 35 105 35 35 35 105

（注意） ３　ホームルーム活動については、週当たりの単位時間数を記入すること。

４　総合的な探究の時間については、履修する単位数を記入すること。

計321 21計321
学年

計3

学科･類型

計321

専 門 科 目 計

小 計

総合的な探究の時間

１　整理番号は、別表「学校番号」によること。

           自　　 立　　活　　　動

２　専門教育に関する各教科･科目については、第４表に記入すること。

・1年次の数学は，「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」の順に履修する。

・芸術は，ⅠⅡを継続履修する。
・@2単位は，*「日本史世界史演
習」「数学B」「体育」「保健」｢素
描」｢演奏研究｣*「実践生物」の
中から1科目を選択する。
・*｢日本史世界史演習｣*｢実践
生物｣は学校設定科目。

備　　　　　　      考

・地歴は｢世界史Ａ｣と｢日本史Ｂ｣または｢日本史Ａ｣と｢世界史Ｂ｣を
履修する。

・２年次の数学は，「数学Ⅱ」「数
学Ⅲ」の順に履修する。
・2年次の物理は，「物理基礎」
「物理」の順に履修する。
・2年次の生物は，「生物基礎」
「生物」の順に履修する。

家　　庭

1 2 3 計

普通科 スタンダード 文Ⅰ

ホ ー ム ル ー ム 活 動

合 計

普通科 スタ ンダード文Ⅱ探究科 理系 探究科 文系 普通科 スタンダード 理系
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探究科・普通科スタンダードクラス（その２） 

 

 

 

 

各教科 科目 標準単位

音 楽 演 奏 研 究 2～6 @2 0･2

美 術 素 描 2～12 @2 0･2

探 究 * 古 典 探 究 4 4 4

* 世 界 史 探 究 7 3 4 0･7

* 日 本 史 探 究 7 3 4 0･7

* 理 数 数 学 Ａ 3 3 3

* 理 数 数 学 Ｂ 7 7 7

* 数 学 探 究 Ａ 4 4 4

* 数 学 探 究 Ｂ 2 2 2

* 実 践 化 学 2 2 2 2 0･2

* 実 践 生 物 2 2 2 2 2  @2 0･2

* 実 践 地 学 2 2 0･2

* 物 理 探 究 7～8    3 5   4 7･8

* 化 学 探 究 7～8  3 4　 5 7･8

* 生 物 探 究 7～8    3 5   4 7･8

英 語 * 英 語 総 合 6 3 3 6

9 16 25 6 21 27 4 4 0･2 0･2

（注意）

3 計 1 2 3 計1 2 3 計 1 2

普通科 スタ ンダード文Ⅱ

・地歴は｢世界史Ａ｣と｢日
本史探究｣または｢日本史
Ａ｣と｢世界史探究｣を履修
する。
・*｢古典探究｣*｢世界史探
究｣*｢日本史探究｣*｢数学
探究Ａ｣*｢数学探究Ｂ｣*｢
実践化学｣*｢実践生物｣*｢
英語総合｣は学校設定科
目。

1 2 3 計 1 2 3 計

学科･類型

・*｢実践化学｣*｢実践生
物｣*｢実践地学｣は学校設
定科目。

探究科 理系 探究科 文系 普通科 スタンダード 理系 普通科 スタンダード 文Ⅰ

２　専門教育に関する各教科･科目については、まとめて記入すること。

学年

計

備 考

・２年次の｢化学探究｣は，
「化学基礎」「化学探究」の
順に履修する。
・*｢理数数学Ａ｣*｢理数数
学B｣*｢物理探究｣*｢化学
探究｣*｢生物探究｣は学校
設定科目。
・2年次に｢物理探究｣を選
択した場合は3年次｢物理
探究｣と｢化学探究｣を，｢生
物探究｣を選択した場合は
3年次｢生物探究｣と｢化学
探究｣を履修する。

１　整理番号は、別表「学校番号」によること。
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普通科スポーツ・健康福祉コース 普通科ＩＴ・デザインコース（その１） 

 

 

 

各教科 科目 標準単位

国 語 総 合 4 4 4 4 4 4 4 4 4

国 語 表 現 3

現 代 文 Ａ 2

国　　語 現 代 文 Ｂ 4 2 3 5 2 3 5 2 3 5 2 3 5

古 典 Ａ 2

古 典 Ｂ 4 2 2 4 2 2 4 2 2 4 2 2 4

世 界 史 Ａ 2 2 2 2 2 2 2 2 2

世 界 史 Ｂ 4

日 本 史 Ａ 2

地理歴史 日 本 史 Ｂ 4 2 2 4 2 2 4 4 4 4 4

地 理 Ａ 2

地 理 Ｂ 4

* 日 本 史 世 界 史 演 習 2

現 代 社 会 2 2 2 2 2 2 2 2 2

公　　民 倫 理 2

政 治 ･ 経 済 2 2 2 2 2

数 学 Ⅰ 3 3 3 3 3 3 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 3 4 7 3 4 7 4 3 7 3 3 6

数　　学 数 学 Ⅲ 5

数 学 Ａ 2 2 2 2 2

数 学 Ｂ 2 2 1 3

物 理 基 礎 2 2 2 2 2

物 理 4

化 学 基 礎 2 2 2 2 2 2 2 2 2

化 学 4

生 物 基 礎 2 2 2 2 2 2 2 2 2

理　　科 生 物 4

地 学 基 礎 2 2 2 2 2

地 学 4

体 育 7～8 2 2 3 7 2 2 3 7 2 2 3 7 2 2 3 7

保健体育 保 健 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2

音 楽 Ⅰ 2 2 0･2 2 0・2 2 0・2 2 0・2

音 楽 Ⅱ 2

音 楽 Ⅲ 2

芸　　術 美 術 Ⅰ 2 2 0･2 2 0・2 2 0・2 2 0・2

美 術 Ⅱ 2

美 術 Ⅲ 2

書 道 Ⅰ 2 2 0･2 2 0・2 2 0・2 2 0・2

書 道 Ⅱ 2

書 道 Ⅲ 2

コミュニケーション英語基礎 2

コミュニケーション英語Ⅰ 3 4 4 4 4 4 4 4 4

コミュニケーション英語Ⅱ 4 4 4 4 4 4 4 4 4

外 国 語 コミュニケーション英語Ⅲ 4 4 4 4 4 4 4 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4

家 庭 基 礎 2 2 2 2 2

家 庭 総 合 4 2 2 4 2 2 4

情　　報 社 会 と 情 報 2 2 2 2 2 2 2 2 2

6 8 8 22 6 8 6 20 6 7 8 21 6 8 9 23

30 30 30 90 30 30 30 90 30 30 30 90 30 30 30 90

1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

3～6 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

32 32 32 96 32 32 32 96 32 32 32 96 32 32 32 96

（注意） ３　ホームルーム活動については、週当たりの単位時間数を記入すること。

４　総合的な探究の時間については、履修する単位数を記入すること。

１　整理番号は、別表「学校番号」によること。

２　専門教育に関する各教科･科目については、第４表に記入すること。

      自　 立　  活 　動

合 計

備　　　　考

専 門 科 目 計

小 計

ホ ー ム ル ー ム 活 動

      総合的な探究の時間

2 3 計計 12 3 計 1 2 3
学年

1 2 3 計 1

学科･類型
普通科 スポーツ･健康福祉コー

ス（スポーツ専攻）
普通科 スポーツ･健康福祉コー

ス（健康福祉専攻）
普通科 ＩＴ･デザインコース

（ＩＴ専攻）
普通科 ＩＴ･デザインコース

（デザイン専攻）

家　　庭
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普通科スポーツ・健康福祉コース 普通科ＩＴ・デザインコース（その２） 

 

 

 

 

 

各教科 科目 標準単位

家　　庭 子 ど も の 発 達 と 保 育 2～6 2 2

フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 2 2 4

情 報 の 表 現 と 管 理 2～4 2 2

情　　報 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 2～4 2 2 4

ア ルゴリ ズ ムとプログラム 2～6 2 2 2 6

デ ー タ ベ ー ス 2～6 3 3

情 報 シ ス テ ム 実 習 4～8 3 3 6

社 会 福 祉 基 礎 2～6 2 2

生 活 支 援 技 術 2～12 4 4

福　　祉 介 護 総 合 演 習 2～6 2 2

こ こ ろ と か ら だ の 理 解 2～12 2 2 2 2

* ボ ラ ン テ ィ ア 基 礎 2 2 2

ス ポ ー ツ Ⅰ 1～18 6 6 6 18

ス ポ ー ツ Ⅱ 1～18

ス ポ ー ツ Ⅲ 1～18

体　　育 * 総 合 ス ポ ー ツ 2 2 2 2 2

美 術 史 2～4 1 1 2

素 描 2～12 3 2 3 8

構 成 2～12 3 3

美　　術 絵 画 Ⅰ 2～12 3 0･3

絵 画 Ⅱ 2～12 3 0･3

ビジ ュアルデザイ ンⅠ 2～12 3 0･3

ビジ ュアルデザイ ンⅡ 2～12 3 0･3

ク ラ フ ト デ ザ イ ン Ⅰ 2～12 3 0･3

ク ラ フ ト デ ザ イ ン Ⅱ 2～12 3 0･3

映 像 表 現 Ⅰ 2～12 3 0･3

映 像 表 現 Ⅱ 2～12 3 0･3

鑑 賞 研 究 2～6 2 2

* 地 域 の デ ザ イ ン 2 2 2

探 究 * 実 践 生 物 2 2 2

6 8 8 22 6 8 8 22 6 7 8 21 6 8 9 23

（注意）

1 2 3 計3 計 1 2 3 計1 2 3 計 1 2

・美術は，ⅠⅡを継続履修する。
・*｢地域のデザイン｣は学校設定科
目。

１　整理番号は、別表「学校番号」によること。

２　専門教育に関する各教科･科目については、まとめて記入すること。

学年

計

備　　　　　考

・*｢総合スポーツ」は学校設定科
目。

・*｢ボランティア基礎｣｢総合スポー
ツ」*｢実践生物｣は学校設定科目。

学科･類型
普通科 スポーツ･健康福祉コース

（スポーツ専攻）
普通科 スポーツ･健康福祉コース

（健康福祉専攻）
普通科 ＩＴ･デザインコース

（ＩＴ専攻）
普通科 ＩＴ･デザインコース

（デザイン専攻）
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研究開発概要（文部科学省提出資料） 

 

 

２０１９年度 地域との協働による高等学校教育改革推進事業 研究開発の概要 

 
指定期間 ふりがな ふくいけんりつさばえこうとうがっこう 

②所在都道府

県 
福井県 

2019～2021 ①学校名 福井県立鯖江高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 1年生 4学級，2，3年生 5学級，生徒

総数 522名の県内中規模校。来年度の

再編統合により，1学年 7学級となる。 

普通科 150 190 182  522 

      

⑥研究開発

構想名 

鯖江型高校教育「オールＳＡＢＡＥ」の構築のもと，持続可能な地域社会を形成す

る市民の育成 

⑦研究開発

の概要 

本校では平成 29年度より，鯖江市役所との協働で「鯖江市デジタルパンフレット」

を作成するなど，総合的な学習の時間だけでなく全教科・科目において地域教材を

活用した授業開発を行ってきた。このような成果があがる一方，市役所・ＮＰＯ・

同窓会などの市民との連携強化，全校体制でのカリキュラム開発，実践の市民への

普及，などの課題も出てきた。このような課題を解決するため，鯖江市役所や地域

の NPO 法人，企業組合，鯖江高校同窓会など，地元鯖江市に深く根差した地方団体

と本校との結びつきを強め，鯖江型高校教育「オールＳＡＢＡＥ」を構築するため，

総合的な探究の時間だけでなく，地域教材を活用した全教科・科目でのカリキュラ

ム開発・授業実践を行い，全国へ発信する。 

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等 

⑧

-1

全

体 

(1) 目的・目標 

現在，日本の地方自治体の多くが人口減少や少子高齢化，過疎化などの課題を解決

するため，多くの関係団体と連携しながら地域活性化に関わる取組みを行っている。

高校教育の現場にもその成果やノウハウを積極的に取り入れ，地域との協働での学び

を促進することで，高校生の地域社会に積極的に関与する姿勢を培い，持続可能な地

域社会を形成する市民を育成することが求められている。本校では，その協働の成果

の発信・普及に努めることで，地域社会の中核としての役割を果たしたい。そのため，

以下の３つの目的を設定した。①市民との協働による学びを促進し，持続可能な地域

社会を形成する市民を育成する。②市民との協働による学びにより，生徒の探究力を

育成する。③市民との協働による学びの成果を広く発信し，地域の中核としての学校

を目指す。 

 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

鯖江市の行政や民間団体などはすでに地方活性化に向けた取組みを加速させてお

り，全国的にも高い評価を得ている。本校の生徒もこのような取組みに参加している

だけでなく，平成 29年度から鯖江市役所と協働し「鯖江市デジタルパンフレット」を

作成するなど，地域との連携をすでに始めている。これらをさらに拡大・充実させ，

鯖江型高校教育「オールＳＡＢＡＥ」を構築するため，以下のような仮説を設定した。 

仮説１ 生徒と教員だけでなく，市民との協働を促すことが探究力の育成に大きく

貢献する。 

仮説２ 様々な地域団体との結びつきを強化することで，総合的な探究の時間だけ

でなく，全教科・科目で地域資源を活用したカリキュラム開発が可能とな

り，授業改善につながる。 

仮説３ 本校における学びの成果を広く発信することで，本校の教育活動の充実だ

けでなく，市民のまちづくりへの参加を促進することができる。 
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これら３つの仮説を検証するため，以下の３つの研究開発を設定した。 

 研究開発Ⅰ：市民と生徒や教員が交流するプラットフォームとしての学校づくり 

 研究開発Ⅱ：教育活動全体で地域資源を活用するカリキュラム開発 

研究開発Ⅲ：市民に高校教育の成果を発信するための効果的な手法の開発 

 

本校は，令和２年度に高校再編を控えており，探究科（仮称）を新設，普通科の中

にスポーツ・福祉コース（仮称），ＩＴ・デザインコース（仮称）を設置する予定で

ある。この高校再編により，本校は鯖江市で唯一の高校となる。そのため，上記の３

つの研究開発を推進し，今まで以上に地域に根差した学校づくりを目指し，市民との

連携を強化することで，本校の独自性をアピールするとともに，本校の教育の魅力を

高めていきたい。 

 

⑧

-2

具

体

的

内

容 

 

(1) 地域との協働による探究的な学びを実現する学習の実施計画 

総合的な探究の時間については，下記の計画で実施する。 

総合的な探究の時間 １年次 前半：①ブレインストーミング，KJ 法，マッ

ピングなどの思考法に関する技法の

習得 

   ②プレゼンテーション能力の育成 

   ③新聞の読み比べ，情報教育などを通

じたリテラシー教育 

   ④論理的思考力の育成 

   これら①～④に関わる学習課題を用意

し，探究力の基礎となるスキルを修得

する。 

後半：地域資源を活かしたミニ課題研究の実

施 

※その他長期休業を利用して地域研究合宿を

実施する。 

２年・

３年次 

地域と協働しながらグループ毎に課題解決型

探究活動または地域研究を実施，「まとめ」

を作成 

中間発表会・最終発表会を実施。 

 

 

各教科・科目においても，地域資源を活かした授業を展開する。下記はその例であ

る。 

国語 ・近松門左衛門の研究 

・さばえ近松文学賞の受賞

作品の活用 

英語 ・鯖江の観光施設の英語看

板作成 

 

地歴公民 ・王山古墳群，鯖江藩，三

六連隊など，鯖江に関連

する歴史教材の活用 

保 健 体

育 

・体操のまち鯖江に関する

研究 

 

数学 ・鯖江の神社にある算額の

研究 

芸術 ・人形浄瑠璃の音楽体験 

・本校にある芸術作品の鑑

賞 

理科 ・漆器やめがねなどの地元

産業に関連する化学題材

の活用 

家庭科 ・鯖江の保育園と協働授業 

・鯖江に住む外国人を招い

ての調理実習 
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さらに，下記のような教科・科目横断的な内容を扱った授業も展開していく。 

授業内容 横断する教科・科目 

算額の研究と外国人観光客に向けた資料づくり 古典・数学・日本史・英語 

鯖江藩の藩主が食べていたレシピ再現 古典・日本史・家庭科 

鯖江におけるジャポニスムと CoolJAPAN 世界史・日本史・美術・英語 

体操の技を力学的に解析 数学・物理・保健体育 

 

(2) カリキュラム・マネジメントの推進体制 

本研究開発の成果を各教科・科目に広く普及させるため，授業改善推進委員会

を設置し，月に１回以上開催する。そこでは，総合的な探究の時間の課題はもち

ろん，各教科・科目の授業の改善や地域教材の活かし方などについても議論を行

う。この委員会での議論を学年会や教科会に普及させることで，全校体制で研究

開発を行う。また，総合的な探究に時間については，主担当となる各クラスの副

担任のミーティングを毎週行い，事務局から指導案を提示し，それについての議

論を行う。 

(3) 必要となる教育課程の特例等 

初年度は特になし。ただし，２年目以降は新設される探究科（仮称）での学校

設定科目「探究（仮称）」において，「総合的な探究の時間」を代替する。 

⑨その他 

特記事項 
 

 

 

 

研究開発のロジックモデル 

 

 

 

LINE 本文ページ

鯖江高校：ロジックモデル

インプット アウトプット 中間アウトカム 最終アウトカムアクティビティ

講師の選定

地域協働学習実施支援員
の配置

地域協働推進事務局の
設置

持続可能な地域社会の
形成に向け，

自ら考え行動できる

地域人材との連携

探究力の育成

地域を愛する心の
育成

運営指導委員会の設置

カリキュラム開発専門家の
配置

ICT機器の利活用

講演会・特別授業・生徒実習

公開授業・研究授業

コンソーシアムの設置
鯖江高校・鯖江市・
鯖江商工会議所
三者協定締結

教員研修会

生徒による成果発表会

地域イベントへの参加

成果の発信

デジタルパンフレット作成

地域資源を生かした
カリキュラム開発

多様な価値観を共有できる

地域への愛着と
貢献意識をもつ

地域の伝統や文化を
継承しようとする

持続可能な地域
社会を形成する人

材の育成

新たなことへの
チャレンジ精神を持つ
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地域協働事業組織図 

 

 

  

 

             

 

 校長 

地域協働実行委員会 

校長、教頭、教務部長、進路部長、

地域協働推進事務局員 

地域協働推進事務局 

山田雅彦、山田繁 

授業改善推進委員会 

地域協働推進委員会から 

名称変更 

運営指導委員会 

・金沢大学地域創造学類長 

・福井経済同友会人づくり委員会 

・鯖江市産業環境部長 

・鯖江市中学校長会長 

・鯖江市社会福祉協議会長 

各教科 

国語、地歴公民、数学、 

理科、英語、情報、体育、 

家庭、芸術 

各学年 

全日制 1 年、2 年、3 年 

定時制 
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鯖江高校における探究学習の流れ 

 

鯖江高校における探究学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  探究科 スタンダードコース 各専攻 

１年 

「探究」    ＜１単位＞ 

探究学習の基礎段階 

・探究学習のスキル習得 

 

「総合的な探究の時間」 

＜１単位＞ 

探究学習の基礎段階 

・探究学習のスキル習得 

 

「総合的な探究の時間」 

＜１単位＞ 

探究学習の基礎段階 

・探究学習のスキル習得 

 

２年 

 

「探究」    ＜２単位＞ 

探究学習の実施 

・地域との協働 

・大学との連携 

・中間報告 

 

「 

総合的な探究の時間」 

＜１単位＞ 

探究学習の実施 

・地域との協働 

・中間報告 

「総合的な探究の時間」 

＜１単位＞ 

探究学習の実施 

・地域との協働 

・中間報告 

３年 

「探究」    ＜２単位＞ 

探究学習のまとめ・発展 

・探究学習の成果発表 

・地域との協働 

 

「総合的な探究の時間」 

＜１単位＞ 

探究学習のまとめ・発展 

・探究学習の成果発表 

・地域との協働 

 

「総合的な探究の時間」 

＜１単位＞ 

探究学習のまとめ・発展 

・探究学習の成果発表 

・地域との協働 

 

地域との協働を柱に、探究科・普通科の特性を活かしつつ、持続可能な地域社会を
形成する市民の育成に向けたカリキュラムの開発 

育成すべき生徒像 

①地域への愛着と貢献意識をもち地域の未来を育

てる生徒 

②地域の伝統や文化を継承し、新たなことへのチャ

レンジ精神をもつ生徒 

③多様な価値観を共有し、あらゆる人々を包摂する

社会を形成する生徒 

④持続可能な地域社会の形成に向け、自ら考え行動

する生徒 

身につけさせたい資質・能力 

①知的好奇心をもち、何事にも疑問を発見し、

それを解決したいと思う態度 

②多様な情報を収集し、それをもとに自分で

考えをまとめ表現する力 

③他者に共感し、協調して問題解決を図る力 

④目標の達成に向けて計画を立て行動する力 

地域の課題や魅力などを活かした課題設定 

地域の課題や魅力などを活かした課題設定 

探究学習の継承・継続・発展 
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令和元年度 地域協働事業 年間スケジュール 

 

国
地

公
数

理
英

体
家

芸
1
年

2
年

３
年

4 5
王

山
古

墳
群

調
査

（
２

年
日

本
史

Ｂ
）

6
日

露
戦

争
と

三
六

連
隊

（
３

年
世

界
史

Ｂ
）

7
鯖

江
街

歩
き

（
３

年
地

理
）

体
操

の
街

「
鯖

江
」

歴
史

調
べ

（
1
年

体
育

理
論

）

総
合

学
習

公
開

（
1
6
日

）
　

1
学

期
に

取
り

組
ん

だ
総

合
学

習
の

成
果

を
他

校
に

　
公

開
。

　
合

わ
せ

て
総

合
的

な
探

究
の

時
間

の
取

組
み

に
つ

い
て

　
紹

介
。

8
ふ

る
さ

と
に

関
す

る
詩

歌
づ

く
り

（
１

・
２

年
）

田
中

地
質

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
様

に
よ

る
出

前
授

業
（
地

学
基

礎
）

9
体

操
の

街
「
鯖

江
」

歴
史

発
表

（
1
年

体
育

理
論

）

校
内

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

予
定

（
３

年
子

ど
も

の
発

達
と

保
育

）

「
「
世

界
津

波
の

日
」
２

０
１

９
高

校
生

サ
ミ

ッ
ト

」
参

加
（
1
0
・
１

１
日

）
　

３
年

生
３

名
が

エ
ン

ト
リ

ー
済

み

1
0

鯖
江

の
地

質
調

査
（
地

学
基

礎
）

市
役

所
出

前
授

業
（
保

育
・
幼

児
教

育
室

）

地
元

ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
に

よ
る

「
民

族
音

楽
」
の

レ
ク

チ
ャ

ー
（
音

楽
）

地
域

協
働

事
業

に
関

す
る

講
演

会
　

鯖
江

市
で

地
域

活
性

化
に

取
り

組
む

方
や

市
役

所
の

方
　

な
ど

を
お

呼
び

し
て

、
講

演
会

を
実

施
す

る
予

定
。

1
1

ふ
る

さ
と

に
関

す
る

随
筆

づ
く
り

（
３

年
生

）

鯖
江

市
と

の
連

携
①

土
木

課
「
測

量
に

つ
い

て
」

（
1
年

生
三

角
比

）
②

会
計

課
「
貯

金
を

増
や

す
コ

ツ
」
（
２

年
数

列
）

地
域

で
の

発
表

に
向

け
た

練
習

（
音

楽
）

授
業

公
開

日
＆

第
1
回

運
営

指
導

委
員

会
（
上

旬
o
r中

旬
）

　
５

限
目

に
す

べ
て

の
教

科
で

公
開

授
業

を
実

施
。

　
本

事
業

の
運

営
指

導
委

員
会

を
開

催
し

、
中

間
評

価
を

　
実

施
。

1
2

詩
歌

と
写

真
を

合
わ

せ
て

デ
ジ

タ
ル

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
り

（
１

年
生

）
詩

歌
の

鑑
賞

文
づ

く
り

と
相

互
評

価
（
２

年
生

）

ビ
ジ

ネ
ス

ゲ
ー

ム
（
１

年
現

社
）

鯖
江

今
昔

物
語

（
デ

ジ
タ

ル
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
）

作
成

（
３

年
地

理
）

③
選

挙
管

理
委

員
会

「
開

票
率

１
％

で
も

当
選

確
実

？
」

（
３

年
統

計
的

な
推

測
）

鯖
江

の
地

質
調

査
（
地

学
基

礎
）

「
鯖

江
市

の
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
を

考
え

る
」

調
査

（
2
年

体
育

理
論

）

地
域

で
の

発
表

：
民

族
音

楽
の

紹
介

と
実

演
（
音

楽
）

教
員

研
修

会
（
上

旬
）

　
１

１
月

の
授

業
公

開
日

週
間

に
合

わ
せ

て
、

授
業

改
善

に
向

け
た

研
修

会
を

実
施

。

1

④
情

報
統

計
政

策
課

「
統

計
調

査
に

つ
い

て
」

（
１

年
デ

ー
タ

の
分

析
）

「
鯖

江
市

の
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
を

考
え

る
」

発
表

（
2
年

体
育

理
論

）

2

鯖
江

の
地

質
調

査
ま

と
め

＆
デ

ジ
タ

ル
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
作

成
（
地

学
基

礎
）

２
年

生
に

取
り

組
み

を
発

表

総
合

発
表

会
＆

第
2
回

運
営

指
導

委
員

会
（
中

旬
）

　
総

合
学

習
に

お
け

る
取

組
み

の
発

表
会

を
実

施
。

　
第

２
回

の
運

営
指

導
委

員
会

を
開

催
し

、
今

年
度

の
最

　
終

評
価

を
実

施
。

3
生

徒
・
教

員
対

象
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

　
　

　
　

福
井

県
を

Ｐ
Ｒ

・
福

井
県

の
現

状
を

知
る

・
各

市
町

村
を

分
担

し
て

調
べ

る

・
各

市
町

村
を

プ
レ

ゼ
ン

す
る

　
沖

縄
と

福
井

を
比

較
し

よ
う

・
福

井
と

沖
縄

の
違

い
を

知
る

・
沖

縄
に

つ
い

て
調

べ
る

・
調

べ
た

内
容

に
つ

い
て

修
学

旅
行

で
確

認
す

る

・
プ

レ
ゼ

ン
す

る

　
進

路
に

つ
い

て
深

め
よ

う

・
自

分
の

進
路

に
つ

い
て

考
え

る

・
志

望
校

な
ど

を
調

べ
る

・
プ

レ
ゼ

ン
す

る

授
業

総
合

的
な

探
究

（
学

習
）
の

時
間

学
校

行
事

月

　
　

　
　

　
探

究
学

習
の

　
　

　
　

　
ス

キ
ル

習
得

・
プ

レ
ゼ

ン
ス

キ
ル

・
ブ

レ
ス

ト
、

Ｋ
Ｊ

法

・
質

問
力

育
成

な
ど

　
　

新
聞

記
事

を
書

こ
う

・
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

・
文

章
作

成
力

な
ど

福
井

新
聞

社
と

連
携

予
定

　
　

鯖
江

に
つ

い
て

知
ろ

う

・
鯖

江
の

専
門

家
と

の
座

談
会

な
ど

鯖
江

市
役

所
、

鯖
江

商
工

会
議

所
な

ど
と

連
携

予
定

　
　

　
　

　
課

題
探

究

・
各

自
の

興
味

関
心

、
進

路
に

沿
っ

た
課

題
に

つ
い

て
探

究
す

る

・
プ

レ
ゼ

ン
す

る

　
地

域
に

関
す

る
課

題
探

究

上
記

の
内

容
を

デ
ジ

タ
ル

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

化

『
Ｆ
u
ku

-
E
n
gl

is
h
』
を

用
い

た
地

元
学

習
（
１

年
生

）


